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しかし、こうした分析が どのような種類の 「日本人」を観察することによって得 られたか、とい
う問題の検討がおろそかになっている。命題のサンプルないし人口的基盤が明示されていないこ
とが多いからである。日本社会の構成員であ り、 日本文化と担い手である 「日本人」 とは一体誰
のことを指 しているのか、という初歩的な問題が解かれなくては、何が 「日本的」かを決めるこ
とは出来ない。誰が 「国民」であるかを定義 しないで、何がその国民の 「国民性」であるかを検
討することが出来ないのと同じように、どういう 「日本人」について分析するかによって、その
人たちの属性である 「日本的」なるものが違ってくる。まず 「日本人」が定義 されて、その後に
「日本的」なものが推定されるのであって、まず 「日本的」なものが決められたのち 「日本人」
の幅が決まるのではない。
ひとつの単純な空想 をしてみよう。他の惑星からエイリアンが、日本に舞い降りて 「最 も代表
















たちの日本像は第一種 日本人の観察 を通 して組み立てられる傾向が強いのである。
日本人論の文献も同じような状況の下におかれている。筆者 も編集者は、そのほとんどが第一
種日本人である。それに、本 を読む読者層の大半 も第一種 日本人で占められている。だから、彼
らが共有する部分社会の描写を日本社会全体の叙述のように勘違い して しまっても、それに対す
る修正力が働 きにくい。第二種 日本人の世界の方が量的には大 きいのだが、第一種 日本人同士が
みずからの生活圏内の外側 を見ることなく 「相互確認ゲーム」を続けてきているという現実があ
りはしないか。それに、日本人は二種類 どころか、 もっと多様な種類から成 り立っている。
2「 日本人」概念の脱構築
「誰が日本人か」 という問題は、国籍や民族的血統だけの次元で考えられることが多い。しか
し、「日本人」の周辺は複雑である。例 えば、 日本国籍は持たないが、 日本生まれ日本育ちで、
日本語 を母語とする在 日韓国 ・朝鮮人は日本文化の構成員としての日本人であるということは出
来るのではないだろうか。 日本に帰化 した人たち、例えば高見山や小錦を日本人と考えて、日本





義を使 うべ きかという問題 も残る。











決だからである。在 日韓国人は日本文化の差別的構造について、誰よりも深 く理解 しているかも
しれない。帰国子女たちは、 日本語におぼつかない面があるにしても、彼らの暮 らした外国の文






国 血 日 出 居 日
本 理本
語 生 住 解文 具体的ケース
能 能化
籍 統 力 地 地 力
十 十 十 一F 十 ? いわゆる 「われわれ日本人」
(在 日 ・日本 人)
一 一 十 ・十 十 ? 在 日韓国 ・朝鮮人の多 く
十 十 十 十 一 ? 日本企業の海外駐在員
十 一 十 十 十 ? アイヌ、 日本国籍に帰化 した人々
一 十 十 十 一 ? 日本国籍を放棄 した移民一世
一/+ 十 +/一 +/一 一 ? 海外移住者の子どもたち
一 一 一/+ 一 十 ? 日本国内の 「外国人労働者」
一 十 一/+ 一 十 ? 日本在住の日系ブラジル人三世
十 十 一 十 十 ? 海外帰国子女の一部
十 十 一 一 一 ? 海外在住者の子女の一部
十 +/一 十 +/一 十 ? 日本在住の国際結婚の子どもたち
『 十 一 一 一 ? 日本語を使えない海外の日系二 ・三世
『 一 十 十 一 ? 日本生まれ日本育ちで帰国した外国人
一 一 十 一 一/+ ? 外国人の日本研究者
いわゆる 「われわれ日本人」の間にも、「甘え」を持たない日本人、新聞を毎 日読まない日本人、













れは日本文化の 「深層」や 「型」や 「核」であるとされ、そうしたものを体得することによって、
人は 「日本人」になると考えられている。しかも、これらの特性は社会の上層部やエリート予備







これに対 して、日本文化 を 「多文化主義」の立場か ら考えることも出来るだろう。この視点は
「日本人」の定義幅を広 くとり、国籍や民族的血統だけを基準とはしない。しかも、被差別部落、
アイヌなどのマイノリティーはもちろん、自営業、専業主婦、中学卒、パー トタイマーなど多様
な集団の持つサブカルチャーの独 自性 と独立性 を認め、その集積 として 日本文化 をとらえようと
する。















まりは、世界的に広が りつつある価値観や視点の多様化 と呼応 している。日本分析 も深層でポス
ト・モダニズムの流れと無関係ではない。多民族、多文化社会 としての傾向を強めてきたオース
トラリアの日本分析者の間には、少 し見方をずらせば、日本社会もある種の 「マルチカルチュラ







世界で 日本が特殊と見られるか普遍 と見 られるかは、日本そのものの変わりようよりも、 日本











時代 主流理論 対日評価 日本の特質 日米関係
1945-55民主化論 低 特殊。 占領。米国による日本の民主
改革を必要 とする後進 化教育。
国 。
1955-70近代化論 高/低 普 通 。 反共産主義 の砦 としての 日
漸進的発展のモデル。後 本。日米安保条約の戦略的要
進国の手本。 性 。
19?-75新国民性論 高 特殊。 日本の経済成長。米国の信頼
発展に文化的秘密。謎解 できる子分。
き必要。
1975-85「ジ ャ パ ン ア ズ ・ナ ン 高 普 通 。 日本の経済大国化。米国に「日
バ ー ワ ン」 論 「日本方式」の海外への 本に学べ」論強まる。
移転可能性。
1985-95日本異質論 低/高 特殊。 日本経済が米国に脅威とな
不公平で非民主的社会制 る。日米経済摩擦の激化。円
度 。 高 。
第一に、日米間 ・日欧問の貿易摩擦が進行するにつれて、欧米での日本に対する論調が厳 しい




的な日本分析 という形 を取 りながら、実はアメリカやヨーロッパの国益擁護を動機 とした欧米ナ
ショナリズムの影響が強い。このため、「ジャパ ン・バッシング」 と呼ばれるこの論調に、 日本
社会 ・文化の普遍性 を強調することによって挑戦することが、 日本の文化的指導層に要請される
課題となったのである。
第二に、より広い文脈の中で 「アジア的価値」論が登場する。そのスポークスマンは、シンガ










のさきがけであった。 しかも、 日本人論はアジア人論への広が りという援軍をえて、日本におい
て特殊 と考えられてきたものが、世界に普遍的に通用するのだという論点を鮮明にしてきた感が
ある。
つ まり、 日本特殊独特論を再検討 しようという潮流の浮上は、日本の指導者層の考える国益の
最大化 を実現するための文化戦略 と無関係ではない。そのような知識社会学的背景を抜きに して、
日本は特殊独特かという問いに単純な答えを与えるわけにはいかない。
5サ ブ ・カルチ ャーの国家間の類似性
ナショナル ・カルチャーについて、その人口的基礎 をはっきりしないまま、さまざまな鍵概念
の提示競争に陥ることは、 日本社会 ・日本文化のステレオタイプ化につながる。このようなレベ





い。図1に 示すように、ここに4人 の人たちがいる。2人 は日本人で、豊田氏と本田さん。あと
2人 はオース トラリア人でスミス氏 とリーさん。豊田氏 とスミス氏は共に男性で、大会社の社長
である。大学卒で大都市に住んでいる。本田さんとリーさんは共に女性で、小企業で事務員をやっ



















オ ー ス トラ リア
男性、大企業、社長、大都市居住、大学卒 豊田氏 スミス氏




ついての見方 も多様化する。 日本に流入する外国人労働者、日系資本の下で働 く海外の勤労者、
日本からの海外への駐在員、移住者などの視点が、 日本分析の中に入ってくるのを防 ぐことはむ
ずかしい。したがって、日本経済の国際化が進行すればするほど、日本の指導者層は、多様化す
る日本像 をコントロールする力を失う。つまり、彼 らの影響力の増大と低下が同時進行 している
のである。日本への 「集権化」と日本からの 「分散化」がいっしょに起こっているともいえよう。
海外の大衆の日本解釈の仕方には、国や階層によって差がある。日本経済の力によって一種の
植民地状態におかれている人々が 「日本的」と定義するものは、日本のエリー トたちが 「日本的」
と考えるものとは必ずしも同じではない。それに、いわゆる 「日本的経営モデル」ひとつをとっ
てみても、 日本国内にその問題点や欠点 を指摘する勢力が現存する限 り、全世界の人々に説得力
を持つ ものとはなりにくい。日本人の多 くが 「日本国」や 「日本企業」は豊かだのに、日本人個





その際、日本とは必ずしも歴史的に固定 した空間ではなく、広がった り縮んだりしてきてお り、
不変の 日本というスペースは存在 しないことを頭に入れてお く必要がある。また、日本人という
概念 も国籍や血統といった次元だけではつかみきれないことを、肝 に銘 じたい。おそらく、この
2つ の問題には答えがないというのが正解ではないか。答えがない方程式に、安易に疑似解答を
与えたうえで、「国益」やナシ ョナリズムをからめて議論が展開されて きた点に、 日本特殊独特
論争の大 きな落 とし穴があった。
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